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Staff introduction

新しいステージへ、そのまま進もう

Kyoka Nagao

少しずつ寒さが和らぎ、春の訪れを感じることが多くなってきましたね。3月といえば、インドでは「Holi（ホー
リー）」という春のお祭りがあります。人々はカラフルな色の粉をかけ合いながら、春の訪れをお祝いします。英
語では、このお祭りを“The Festival of Colors”（色のお祭り）と呼びます。春は世界中で「新しいスタート」の季節。
英語でもこんな言い方があります。“Spring is coming!”（春が来たね）レッスンの中でも、季節の英語や色に楽
しく触れていきます。お子さまが好きな色を思い浮かべながら、 “What color do you like?”（何色が好き？） 
“It’ s colorful!”（カラフルだね！） など、ご家庭でもぜひ声をかけてみてください。身近な会話の中で英語に触れ
る時間が、お子さまの「話してみたい！」という気持ちにつながっていきます。（松本）

こんにちは。ビバイ代表の迫田です。3月は卒業・進級の季節ですね。ビバイからも多くのお子様が新しいステー
ジへと旅立ちます。「新しい学年や学校でも英語についていけるか」「レベルが上がって大丈夫だろうか」と不安を
感じる保護者の方もいらっしゃるかもしれません。でも、1月・2月とお伝えしてきたように、完璧でなくていい。
小さな積み重ねは、必ず次のステージでも活きてきます。
春は「リセット」ではなく「続き」です。これまでレッスンで培ってきた単語、フレーズ、コミュニケーションへ
の自信̶̶それらはすべてお子様の中に確かに残っています。
新しい環境に踏み出す前に、ぜひお子様に「ここまで頑張ったね」と声をかけてあげてください。その言葉が、新
しい一歩への最高の背中押しになります。ご卒業・ご進級、誠におめでとうございます。

＜名前＞ Kyoka Nagao ( 長尾 京香 )
＜大学名＞ 慶應義塾大学
＜海外歴＞ シンガポール 3年、アメリカ 3年
＜海外歴＞ 英検 1級
＜コメント＞ 幼少期にシンガポールで暮らした経験や、高校時アメリカ
への長期留学、さらに現地の小学生に英語を教えていた経験を活かして、
「英語って楽しい！」と思ってもらえるようなレッスンをしたいと考えて
います。学校で習う英語はどうしても受験を意識した堅苦しいものになり
がちで、本物の英語に触れる機会は多くないかと思います。だからこそ、
レッスンを通して「使える英語」に触れながら英語の本質を理解し、自然
と好きになってもらえるようにサポートしていきたいです。
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